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例
年
前
期
か
ら
始
ま
る
Ｒ
．

Ｉ
．
Ｆ
．
の
準
備
で
あ
る
が
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
に
よ
っ
て
、
中
期
か
ら
の

本
格
始
動
と
な
っ
た
。
前
期

は
、
分
散
登
校
中
で
も
可
能
な

概
要
の
決
定
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
の
会
議
で
行
い
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
前
例
の
な
い
形
式

で
の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
何
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
創
り
上
げ
る

必
要
が
あ
り
、
何
を
す
る
か
と

い
う
段
階
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

中
期
に
入
っ
て
か
ら
は
一
斉

登
校
が
始
ま
り
、
直
接
集
ま
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
前
例
の
な
い
状
況
で

の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
全
体
で

同
じ
認
識
を
持
つ
こ
と
が
非
常

に
難
し
か
っ
た
。
な
の
で
、
い

つ
も
以
上
に
情
報
共
有
を
し
っ

か
り
行
い
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

に
繋
が
ら
な
い
よ
う
工
夫
し

た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
こ
と
に
よ
り
動
画
の
編
集
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
知
識
が
重
宝

さ
れ
た
。
そ
れ
は
現
在
、
社
会

で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
な

の
で
、時
代
に
即
し
た
Ｒ
．
Ｉ
．

降誕節のたより

　
　

Ｒ
．
Ｉ
．
Ｆ
．
を
終
え
て

Ｆ
．
を
創
れ
た
と
思
う
。

　

実
行
委
員
長
を
決
め
る
選
挙

か
ら
役
目
を
終
え
る
ま
で
の
活

動
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
挑

戦
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
が

今
ま
で
や
ろ
う
と
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
を
一
度
に
経
験
す

る
機
会
と
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
人
前
に
立
つ
こ
と
が
苦
手

だ
っ
た
私
は
、
実
行
委
員
長
な

ど
の
立
場
を
担
う
こ
と
が
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｒ
．
Ｉ
．

Ｆ
．
を
創
る
と
い
う
嬉
し
さ
よ

り
も
不
安
や
焦
り
な
ど
の
思
い

が
多
く
あ
っ
た
と
思
う
。
け
れ

ど
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
実

行
委
員
長
の
あ
る
べ
き
姿
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

自
分
に
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
こ
と
で
も
、
い
ざ
挑
戦
し
て

み
る
と
ど
う
に
か
な
っ
た
り
す

る
。
そ
し
て
挑
戦
す
る
こ
と

は
、
大
き
な
気
づ
き
と
成
長
を

与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
知
れ
た
経
験
だ
っ
た
。
だ

か
ら
不
安
で
挑
戦
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
、

思
い
切
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

ほ
し
い
と
思
う
。

（
Ｒ
．
Ｉ
．
Ｆ
．
実
行
委
員
長

�

高
二　

岩
﨑　

優
）

2020年度　学友会入部届　集計
立教池袋中学校・高等学校

中１ 中２ 中３
中学合

計 高１ 高２ 高３
高校
合計

総部
員数 中学部長 中学副部長 中学マネージャー 高校部長 高校副部長 高校マネージャー

英語部 0 0 0 0 2 2 0 4 4 高2-1 河野真之 高2-2 斉藤大毅

演劇部 2 3 0 5 3 1 3 7 12 中2-3　坂本 琉 高3-4 中島悠裕

科学部 5 5 2 12 3 3 1 7 19 中3-3　東 拓優 高3-1 濵田知宏

写真部 2 3 2 7 8 0 0 8 15 高1-3 金子龍之介 高1-3 池上創

吹奏楽部 10 9 13 32 14 8 11 33 65 中3-2 一関海璃
中3-2 齋藤浩太

中3-4 長谷部雄也
高2-2 小熊雄大

高2-2 池田 晃
高2-2 日高翔太

数理研究部 8 9 11 28 9 3 6 18 46 中3-3  福島史道 高3-4  山崎友也
高3-2  黒田耕太朗
高3-4  齋木利宏
高3-4   大日　蒼

生物部 1 2 1 4 4 1 2 7 11 中3-1 原田斎紀 高3-3  畠山大哉 高3-2  岸本宗平 高2-4  平田光佑

聖ポーロ会 0 0 0 0 0 2 3 5 5

地歴研究部 5 2 7 14 5 7 4 16 30 高3-2 坂森美音

鉄道研究部 2 3 2 7 3 5 5 13 20 高3-2 工藤璃玖 高3-3 増田夢己 高2-1 中山裕太

天文部 1 0 1 2 1 2 6 9 11 高3-1 瀧澤俊哉

美術部 3 3 2 8 3 10 5 18 26 高3-1 冨山智久 高3-3 城戸智也

文芸部 1 6 3 10 4 9 0 13 23 高2-4 野口大清

放送研究部 4 6 8 18 2 3 1 6 24 高3-4 入交恭輔 高2-2 三宅拓磨 高2-3 森田幸暉

クワイアー 3 4 1 8 1 4 4 9 17 高3-2 三上 聖 高3-3 細谷航平

合計（Ａ） 47 55 53 155 62 60 51 173 328

（アコライト） 0 4 4 8 2 1 3 6 14 高3-2 坂本勇祐

剣道部 1 1 3 5 2 0 3 5 10 中3-3 藤本陸人 高3-4 杉山翔太郎

ゴルフ部 8 3 5 16 10 7 7 24 40 高3-4 森山正斗
高3-2 中島幸輝
高3-3　高畑有佑

サッカー部 10 22 13 45 13 15 7 35 80 中3-2 中丸泰知
中3-1 塩田歩睦
中3-2 伊藤颯真

中3-4 藪木大偉
高3-3 川村空楽
高3-3 山本大貴

高3-1 堀越亮多 高2-2 松井浩平

山岳スキー部 1 1 9 11 4 3 1 8 19 中3-2 安藤晴也 中3-3 葉梨蒔翔 中3-1 三浦太遙 高3-4 前田泰佑 高2-3 森田幸暉

水泳部 8 4 14 26 8 13 6 27 53 中3-1 石田涼馬 中3-2 今田誠吾 中3-1 佐藤佑樹 高3-1 槇野涼介 高3-4 坪内佳佑規 高3-2 磯本圭吾

卓球部 17 22 11 50 12 8 12 32 82 中3-1　白井仁 中3-3　西野拓真
中3-1　中里柊平
中3-2　光武桜月

高3-4 平野昌木 高3-1 池田龍海 高3-2 小川葉大

庭球部 18 13 15 46 9 9 17 35 81 中3-4 公森太郎 中3-1 原穣太朗 中3-3 竹村心真 高3-2 小泉光生 高3-4 長谷川嵩
高3-3 菊地祐太郎
高3-1 佐々木渓

バスケットボール部 28 20 12 60 6 10 8 24 84 中3-4 川本晃大 中3-2 諸橋 瑠 中3-3 木原一晴 高3-3 高柳杜斗
高3-3 池田 譲
高3-4　田上颯

高3-1 藤木麗王

野球部 12 4 20 36 18 15 10 43 79
中3-1　島田種英
中3-4　齋藤澄人

中3-2　平出大希
中3-2　山﨑能歩

高3-3　清野遼太朗 高3-2 中山侍英

陸上競技部 8 12 2 22 5 9 12 26 48 中3-3 佐藤吏玖士 中3-2 望月悠生 中2-1 川辺陽也 高3-3 佐藤 嶺 高3-4 今村健人 高3-3 齋川 純

釣り同好会 2 4 1 7 1 1 4 6 13 高3-3 細谷航平

合計（Ｂ） 113 106 105 324 88 90 87 265 589

総計 160 161 158 479 150 150 138 438 917
在籍生徒数 144 148 151 443 150 142 132 424 867

一両日中に Lv1   --->  校内職務分掌  --->  学友会 ---> 学友会総務 ---> 学友会部員数集計20.xlsx   にご入力ください

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

２０２０年度

※兼部の生徒も含まれます。なお、三役の呼称は、部・会により異なります。

（中高一緒に活動）

学
芸
部

運
動
部

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

学友会入部届　集計

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

中１ 中２ 中３
中学合

計 高１ 高２ 高３
高校
合計

総部
員数 中学部長 中学副部長 中学マネージャー 高校部長 高校副部長 高校マネージャー

英語部 2 1 3 6 2 0 1 3 9 3-4 神野優紀 1-2 河野真之

演劇部 3 0 3 6 1 3 2 6 12 3-1  林健太郎 　 3-1 吉田 格

科学部 7 2 3 12 1 1 1 3 15 3-3　鈴木海都 3-2 藤田寛興

写真部 3 2 5 10 0 0 13 13 23 3-4  眞嶋実楽 3-1  松尾拓磨 3-4  椎葉　耕

吹奏楽部 9 13 15 37 8 11 9 28 65 3-4  伊東音弥
3-1  田中 智也
3-3  高見澤 佑

2-2  小見山雄次
　2-1  福田一之進

2-3  滝澤圭介

数理研究部 9 10 8 27 4 8 12 24 51 3-1  田村有旦 3-3  角田大司郎
3-2  谷村拓海
3-3  三澤尚輝
3-4  吉田　翼

生物部 3 2 5 10 1 2 2 5 15 3-3　田尾優樹 3-3  佐藤悠紀 2-2  岸本宗平 2-4  畠山大哉

聖ポーロ会 0 0 0 0 0 3 3 6 6

地歴研究部 2 6 2 10 7 4 2 13 23 3-2  瀬谷温斗

天文部 0 2 0 2 3 6 0 9 11 2-2  瀧澤俊哉

美術部 2 1 2 5 10 5 8 23 28 3-2  森谷大河 3-2　藤田　修

文芸部 4 2 0 6 6 0 10 16 22 3-4  加藤  瑠

放送研究部 14 10 2 26 6 1 3 10 36 3-1  藤崎裕人 2-1 入交恭輔

鉄道研究同好会 3 2 3 8 5 5 2 12 20 3-4 眞嶋実楽 3-3 一関瑛貴
2-2 工藤璃玖
2-2 増田夢己

クワイアー 4 1 1 6 4 4 2 10 16 3-2  藤田  修 2-1  細谷航平

合計（Ａ） 65 54 52 171 58 53 70 181 352

（アコライト） 4 7 11 2 1 3 14

剣道部 1 4 4 9 0 3 4 7 16 3-2  小川宗馬 3-3　結城　考司

ゴルフ部 3 6 11 20 7 7 2 16 36 3-2  関口貴宏

サッカー部 22 13 14 49 16 9 14 39 88 3-4  西久保朗生
3-4  岡田琳太郎
3-4  山田麻陽

3-3  荒川琉晴 3-4 加藤凜己
3-3 須原隆弘
3-1 米谷優汰

2-1 服部堅至

山岳スキー部 1 9 5 15 2 2 1 5 20 3-1  渡邊大地 3-4  野間康太郎 3-4  本田英希 3-4  三島麟太郎 2-2　野口耀大 1-2　森田幸暉

水泳部 4 14 8 26 14 5 8 27 53 3-4 田中琉太郎 3-4  栗原健太 3-3 花澤亜帆呂 3-2  長谷川綾 3-2  大山泰典 3-4  中津大慎

卓球部 24 12 5 41 12 11 5 28 69 3-2　滝澤逞生 3-4　新井勝博
3-2　鈴木　悟
3-4　原島　匠

3-4 小林　駿
3-2  栗山宗卓
3-3  仙波来唯

2-1  平野昌木

庭球部 10 15 11 36 11 17 10 38 74 3-4  戸田康太 3-1  植松希大 3-1  佐藤天飛 3-3  廣瀬 晴 3-3  原田 凌
3-2  栗山勇希
3-1  和泉有師

バスケットボール部 21 14 12 47 10 8 5 23 70 3-2　荒井琉士 3-3　加来太雅 3-2　山田英楠 3-2　佐々木俊太 3-1  石原遼平 3-3　岡本　諒

野球部 6 20 15 41 15 10 10 35 76 3-4　露﨑凱仁
3-1  頓所大暉
3-1  福原大河

3-4  藤本　倫
3-2  高橋拓歩
3-3  川端丈平

陸上競技部 13 2 3 18 8 11 6 25 43 3-4  樋貝遼誠 3-3  出羽世周 2-3  佐藤吏玖士 3-1  梶山翔平 3-4  門脇克幸 3-4 上羽祐輔

釣り同好会 4 1 0 5 1 4 5 10 15 3-4  内本  海 3-3  平﨑太玖磨

合計（Ｂ） 109 110 88 307 96 87 70 253 560

総計 174 164 140 478 154 140 140 434 912

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

一両日中に　　　LV0   --->  学友会  --->  学友会部員数16.xlsx   にご入力ください

学友会入部届　集計

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

（中高一緒に活動）

２０１９年度

※兼部の生徒も含まれます。なお、三役の呼称は、部・会により異なります。

（中高一緒に活動）

学
芸
部

運
動
部

（中高一緒に活動）
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立教池袋中高・広報室

幅
広
い
学
び
を
続
け
よ
う

　

空
い
た
時
間
に
映
画
鑑
賞
を

愉
し
む
。
映
画
好
き（
シ
ネ
フ
ィ

ル
）
を
公
表
す
る
の
は
気
恥
ず

か
し
く
、
蓮
實
重
彦
氏
に
叱
ら

れ
そ
う
で
あ
る
が
、
最
近
印
象

に
残
っ
た
作
品
か
ら
。ま
ず
、『
ム

ヒ
カ　

世
界
で
い
ち
ば
ん
貧
し

い
大
統
領
か
ら
日
本
人
へ
』。

主
義
主
張
は
と
も
か
く
、
魅
力

的
な
の
は
ム
ヒ
カ
氏
の
博
識
ぶ

り
と
話
の
面
白
さ
で
あ
る
。
日

本
の
反
対
側
、
南
米
ウ
ル
グ
ア

イ
に
あ
り
な
が
ら
、
元
大
統
領

は
日
本
の
国
民
性
、
近
現
代
史

に
つ
い
て
実
に
深
く
正
確
に
理

解
し
て
い
る
。
本
人
曰
く
、
読

書
を
通
し
て
得
た
部
分
が
大
き

い
と
の
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
難

解
な
言
葉
で
ま
く
し
立
て
る
の

で
は
な
く
、
簡
単
な
言
い
回
し

を
使
い
つ
つ
、
誰
も
が
理
解
で

き
る
比
喩
を
交
え
て
“heart

”

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
“mind

”に

も
訴
え
か
け
る
知
性
。

　

二
本
目
は
、『
博
士
と
狂
人
』。

英
語
辞
書
で
最
も
権
威
が
あ
る

と
さ
れ
る
О
Ｅ
Ｄ
（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
）。
こ
の
辞

書
の
凄
さ
は
、
語
源
を
明
ら
か

に
し
、
語
が
辿
っ
て
き
た
意
味

の
変
遷
（
授
業
で
も
触
れ
ま
し

た
！
）
を
数
百
年
も
前
の
使
用

例
を
引
い
て
あ
ぶ
り
だ
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
主
人
公
に
し
て

辞
書
編
纂
者
の
Ｊ
・
マ
レ
ー
の

座
右
の
銘
“Nihil�est�m

elius�
quam

�vita�diligentissim
a

（
勤

勉
な
人
生
に
ま
さ
る
も
の
な
し

＝
ラ
テ
ン
語
）”を
心
に
刻
み
、

生
来
の
怠
け
癖
か
ら
抜
け
出

し
、
英
語
、
仏
語
に
磨
き
を
か

け
よ
う
と
改
め
て
決
意
し
た

（
と
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
自

分
を
追
い
込
み
た
い
）。

　

最
後
に
『
ヒ
ル
ビ
リ
ー
・
エ

レ
ジ
ー�

郷
愁
の
哀
歌
』。
ア
メ

リ
カ
の
繁
栄
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
白
人
一
家
の
物
語
だ
が
、
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
の
繋
が
り
が
悪
い
状
況

を
基
本
動
詞
（
三
単
現
！
）
で

“It�com
es�and�goes.

”と
表
現

中
学
一
年
便
り

し
て
い
る
（
内
容
じ
ゃ
な
く
、

そ
こ
っ
す
か
！
）。
中
学
英
語
、

す
べ
て
の
基
礎
で
す
ね
。
し
っ

か
り
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

生
の
外
国
語
に
触
れ
、
時
代

ま
で
超
え
て
世
界
を
垣
間
見
、

疑
似
体
験
す
る
。
厳
し
い
社
会

状
況
下
で
も
国
内
、
自
宅
で
手

軽
に
出
来
る
堅
苦
し
く
な
い

「
学
び
」
と
し
て
い
か
が
で
す

か
？　

一
粒
で
何
度
も
美
味
し

い
玉
手
箱
で
す
。

�

（
安
原　

章
）

食
わ
ず
嫌
い

　

僕
は
大
学
生
の
頃
、
ア
メ
リ

カ
の
「
ス
シ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
」

で
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。
あ
る
日
、
お
客
さ
ん
が

注
文
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
か
ら

と
言
っ
て
、
そ
の
店
の
寿
司
職

人
の
忍
さ
ん
が「
白
子
ポ
ン
酢
」

を
僕
に
く
れ
た
。
知
っ
て
い
る

人
も
い
る
と
思
う
が
、
白
子
は

魚
の
精
巣
で
あ
り
、
見
た
目
は

白
く
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
し
て
い
て
、

初
見
の
人
に
と
っ
て
は
間
違
い

な
く
、
食
欲
が
そ
そ
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
当
時
の
僕
も
食

べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
人
か

ら
の
誘
い
を
断
る
こ
と
が
で
き

ず
、あ
り
が
た
く
い
た
だ
い
た
。

結
果
、
僕
の
食
わ
ず
嫌
い
リ
ス

ト
か
ら
「
白
子
」
は
除
外
さ
れ

た
。
見
た
目
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
美
味
し
さ
で
、
今
で
も
お

店
に
行
っ
て
「
白
子
ポ
ン
酢
」

が
あ
っ
た
ら
必
ず
注
文
す
る
ほ

ど
の
お
気
に
入
り
に
な
っ
た
。

　

食
わ
ず
嫌
い
と
は
主
に
食
べ

も
の
に
対
し
て
使
う
言
葉
だ

が
、「
試
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、

そ
れ
を
実
際
に
試
す
前
か
ら

嫌
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と

は
日
常
生
活
で
も
よ
く
あ
る
こ

と
だ
と
思
う
。
そ
の
理
由
は
多

く
の
場
合
、上
手
く
い
か
な
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
と
考
え
、
怖

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
や
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
は

中
学
二
年
便
り

あ
る
し
、
何
よ
り
「
分
か
ら
な

い
ま
ま
」
と
い
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
学
校

は
「
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
学
ぶ
場
所
」
な
の
だ
か

ら
、
中
学
生
の
皆
に
は
も
っ
と

も
っ
と
、
色
々
な
こ
と
を
試
し

て
み
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　

意
外
と
「
美
味
し
い
」
も
の

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。

�

（
新
島　

亮
）

校
外
学
習
は
な
か
っ
た
が
…

　

十
一
月
十
七
日
、
中
学
三
年

生
は
首
都
圏
近
郊
で
班
別
自
主

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
五
月
半
ば
に
校
外

学
習
本
番
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
、

一
年
生
の
と
き
か
ら
コ
ー
ス
の
作

成
や
自
主
研
修
の
計
画
な
ど
の

準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
三

月
以
降
状
況
が
一
変
し
九
月
に

は
校
外
学
習
の
中
止
が
決
定
。

さ
て
、
ど
う
伝
え
た
も
の
か
？

　

み
な
さ
ん
の
反
応
は
…
。
発

表
前
日
は
気
を
も
ん
だ
も
の
で

す
が
、
実
際
に
伝
え
た
と
き
の

様
子
は
と
て
も
落
ち
着
い
て
い

た
。
い
つ
も
見
慣
れ
た
存
在
が

い
つ
の
間
に
か
大
人
に
な
っ
て
い

た
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
限
り
思
い
出
に
残

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
ろ

う
」。
校
外
学
習
の
代
替
行
事

と
し
て
準
備
・
本
番
・
ま
と
め

を
含
め
た
四
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
〇
二

〇
年
に
立
教
池
袋
で
行
わ
れ
た

リ
モ
ー
ト
で
は
な
い
唯
一
の
行

事
で
す
。
み
ん
な
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
資
料
を
集

め
、
ど
こ
に
行
く
の
か
、
何
を

見
る
の
か
を
相
談
す
る
。
移
動

の
手
段
や
時
間
は?

博
物
館
な

ど
の
開
館
時
間
や
入
場
料
は?

お
昼
は
ど
う
す
る?

…
計
画
を

立
て
る
と
き
の
楽
し
そ
う
な
顔

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

当
日
の
天
気
は
快
晴
。
新

宿
、
上
野
、
新
木
場
、
横
浜
の

四
カ
所
か
ら
朝
八
時
に
出
発
。

中
学
三
年
便
り

分
や
周
り
の
た
め
に
活
用
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
才

能
を
伸
ば
す
努
力
を
し
て
い
る

か
ど
う
か
で
、
そ
の
人
の
成
長

度
合
い
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。一
番
も
っ
た
い
な
い
の
は
、

自
分
の
長
所
や
才
能
を
分
か
ら

ず
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
才
能
を
見
つ

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
二
〇
二
一

年
は
、
一
人
一
人
が
立
教
池
袋

の
「
タ
レ
ン
ト
」
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
最
上
滉
平
）

か
き
ま
ぜ
て
み
る

　

は
く
ち
ょ
う
、
て
ん
ま
、
ぎ

ん
が
、
あ
す
か
…
と
聞
い
て
そ

の
次
が
出
て
き
た
ら
な
か
な
か

の
マ
ニ
ア
で
あ
る
。
寝
台
特

急
？　

い
や
、
正
解
は
「
す
ざ

く
」。
歴
代
の
国
産
の
Ｘ
線
観

測
衛
星
の
名
前
で
あ
る
。
伝
説

上
の
神
鳥
で
あ
り
、
宇
宙
の
守

護
神
で
も
あ
る
朱
雀
が
名
前
の

由
来
で
あ
る
。

　

こ
の
す
ざ
く
衛
星
の
成
果
の

一
つ
に
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

の
働
き
が
あ
る
。
最
新
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
こ
の
宇

宙
の
元
素
は
宇
宙
初
期
に
作
ら

れ
た
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

よ
っ
て
よ
く
か
き
混
ぜ
ら
れ
て

き
た
ら
し
い
。
私
た
ち
の
体
を

構
成
す
る
元
素
（Fe

やCa

な

ど
）
は
星
の
内
部
や
、
最
後
の

大
爆
発
で
生
成
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
元
素
は
局
在
し

て
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
出
会

う
こ
と
は
な
い
。
巨
大
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
は
そ
れ
ら
の
元
素
を

一
旦
引
き
寄
せ
、
ジ
ェ
ッ
ト
と

し
て
遠
方
へ
吹
き
出
す
過
程
で

か
き
混
ぜ
て
く
れ
た
あ
り
が
た

い
存
在
と
い
う
の
だ
。
こ
う
し

て
地
球
が
誕
生
し
た
。
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
研
究
は
も
は
や
私

た
ち
の
起
源
を
解
き
明
か
す
学

問
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

君
た
ち
の
学
校
生
活
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
高
二
は
学
習
の

山
場
の
一
年
。
日
々
、
頭
の
中

高
校
二
年
便
り

浅
草
・
お
台
場
な
ど
の
都
内
は

も
ち
ろ
ん
、
鎌
倉
や
横
浜
、
そ

の
先
は
小
田
原
・
熱
海
や
沼
津

方
面
ま
で
各
班
が
散
ら
ば
り
ま

す
。T

eam
s

で
送
ら
れ
て
く
る

道
中
の
写
真
に
、
自
分
も
一
緒

に
旅
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し

た
。
夕
方
、
戻
っ
て
き
た
生
徒

の
顔
は
満
足
感
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
翌
日
資
料
を
整
理
、

最
終
日
に
班
ご
と
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
全
体
の

ま
と
め
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
多
く
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
い
け
れ

ど
よ
い
思
い
出
に
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
に
活
か
し
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

�

（
荻
野
朝
行
）

タ
レ
ン
ト

　

先
日
の
学
年
礼
拝
で
、
興
味

深
い
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
と
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
が
語
っ
た
た
と
え
話
し
の

一
つ
で
す
。
し
も
べ
た
ち
が
主
人

か
ら
預
け
ら
れ
た
通
貨
「
タ
ラ

ン
ト
ン
」
を
ど
う
使
う
か
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
タ
ラ
ン
ト
ン
と

は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
出
て
く

る
通
貨
の
単
位
で
、
し
も
べ
の

能
力
に
応
じ
て
、
預
け
ら
れ
た

お
金
の
量
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ラ
ン
ト
ン
と
い
う

言
葉
は
、「
タ
レ
ン
ト
」
と
い
う

言
葉
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
タ
レ
ン
ト
は
、才
能
・

能
力
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

し
も
べ
達
は
、
預
か
っ
た
お

金
（
才
能
）
を
う
ま
く
使
っ
た

も
の
か
ら
、
土
の
中
に
隠
し
て

し
ま
っ
た
も
の
ま
で
様
々
で
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
持
っ

て
い
る
才
能
を
活
か
せ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
数
学
の
才
能
、
文

章
を
読
む
才
能
、野
球
の
才
能
、

絵
を
描
く
才
能
、
お
喋
り
の
才

能
…
人
と
比
べ
て
秀
で
て
い
る
と

こ
ろ
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　

自
分
の
才
能
を
理
解
し
、
自

高
校
一
年
便
り

に
新
し
い
知
識
が
次
々
に
〝
生

成
〟
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
こ

の
知
識
」
と
「
あ
の
知
識
」
は

局
在
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
で

は
出
会
う
こ
と
は
な
い
。
聞
い

て
終
わ
り
の
授
業
で
は
な
く
、

よ
く
か
き
混
ぜ
（
頭
を
ふ
っ
て

も
意
味
は
な
い
）、
互
い
に
結

び
つ
き
や
す
く
す
る
努
力
が
将

来
の
差
を
生
む
。
人
生
は
そ
ん

な
作
業
の
繰
り
返
し
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

さ
あ
、
淀
み
を
崩
し
、
か
き

ま
ぜ
て
み
よ
う
！

�

（
吉
田
清
典
）

謙
虚
さ

　
「
自
分
を
低
く
し
て
、
こ
の

子
供
の
よ
う
に
な
る
人
が
天
の

国
で
い
ち
ば
ん
偉
い
の
で
す
」

（
マ
タ
イ
十
八
：
四
）

　

高
三
中
期
の
授
業
を
終
え
、

最
後
の
試
験
も
済
ん
だ
み
な
さ

ん
に
ぜ
ひ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
「
謙
虚
さ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
六
年
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、

身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
ね
。
そ

れ
ら
は
確
実
に
力
と
な
り
、
た

高
校
三
年
便
り

と
え
今
は
目
に
見
え
な
く
と

も
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
内

に
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

新
し
い
進
学
先
で
、
グ
ル
ー

プ
学
習
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た

り
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
で
積
極

的
に
活
躍
し
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
将
来
、

仕
事
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

成
果
を
見
せ
た
り
、
周
囲
の
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
つ
く
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

自
信
を
持
っ
て
そ
の
歩
み
を
前

へ
と
進
め
て
行
け
る
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
み
な
さ
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
伝
え
た
い
の
で
す
。
力
を

持
っ
て
い
る
も
の
こ
そ
が
、
常

に
謙
虚
さ
を
心
が
け
て
欲
し

い
。
お
互
い
を
尊
重
し
て
、
人

に
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
立

場
が
強
い
時
に
は
忘
れ
が
ち
な

こ
と
で
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
の
こ

と
を
心
に
留
め
、
そ
し
て
こ
の

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

生
き
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
。
そ
し

て
す
て
き
な
新
年
が
迎
え
ら
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

�

（
初
瀬
川
正
志
）

今月の聖句

Heaven and earth will pass away, but my words will not pass 
away.� (Mark 13:32)

During�advent,� the� four�weeks�before�Christmas,�we�are�meant� to�be�
doing� two�basic� things.�One�of� them� is� to�reflect�on� the�nearly�ended�
year.�Almost�one�year�has�finished,�so�looking�back�gives�us�a�chance�to�
think�about�any�remorse�or�joy�that�occurred�during�that�time�and�to�also�
make�amends�or� try� to�make�an�effort� to�better�ourselves.�The�other�
basic�thing�we�are�meant�to�do�is�prepare�for�the�birth,�or�rather,�rebirth�
of� the� Saviour.�Advent� basically�means� “arrival”� so�we� know� that�
something�is�coming,�but�we�just�donʼt�know�exactly�when.�That�is�kind�
of� the�magic� of� the� season.�We� can� try� to� build� the� excitement� of�
Christmas�Day� in�our�daily� lives,�knowing� that� the�25th�of�December�
really�will�arrive.�At�the�same�time,�being�prepared,�spiritually,� for�that�
moment�means�more�than�excitement.�It�means�remembering�any�words�
that�Jesus�said�that�remain�in�your�heart.�Why�are�those�words�important�
to�you?�Take�the�time�to�prepare�your�hearts�for�Christmas�by�reflecting�
on�those�words.� Chaplain Mark Stahl


